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調査地点および方法
沖ノ鳥島は九州一パラオ海嶺上にある卓礁で日本最

南端（20.25'Nl36o05'Ｅ）に位置している。周辺に大

陸や島はなく，最も近い陸地は北西に670kｍ隔たる沖

大東島，２番目に近い陸地は北東690kｍの南硫黄島で

あり両島とも海洋島に分類される。このような極めて

孤立性の強い島の海洋動物相がいかなるものであるの

か，これまで公表された報告は殆どなく未解明のまま

残されている。一方，沖／鳥島は近年その経済的価値

が認識され，東京都は同島周辺の漁業活動を支援する

取り組みを開始した｡このような背景から本調査では，

沖ノ鳥島サンゴ礁に生息する海洋動物，とりわけ有用

水産動物についてその現況を明らかにすると共に水産

開発の可能性についても検討する。なお，造礁サンゴ

については別報で報告する。

2005年４月・５月には東京都島しょ農林水産総合セ

ンター漁業調査指導船「みやこ」（136トン)，１１月に

は日本海洋（株）所属「第七開洋丸」（499トン）によ

り調査を実施した。沖ノ鳥島礁池内の調査は両船の搭

載艇により行った。

魚類2005年４月１３．１４日に東小島に上陸し竿釣

りと投網採取を実施すると共に，礁池内で小型艇から

の竿釣り調査を行った。１１月１１日には磯刺網調査を

行い，０７：００に東小島南東約500ｍ，水深5ｍの地点

に刺網３反を設置（図ｌ），同日１５：４５に回収した。網

は高さＬ５ｍ，曰合い2.5寸，］反の長さ２０ｍで，設置回

収は小型艇によって行い，揚網時は調査員が潜水し海

底のサンゴ類から網を外しながら引き上げた｡この他，

４月・５月・’１月に調査員が潜水し，写真・ビデオ撮影

により生息種を確認した（図２)。礁斜面については５
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図１刺網．エビ籠調査地点（地形図は海上保安庁海図番号W49を改変）

図２潜水による目視調査，ベルトトランセクト調査地点

箇所（StBl-B7､20.25'08''Ｎから北へ４Ｍ間隔）で目視に

よる生息密度調査を実施すると共に，このうちの５箇

所（ＳｔＢＬＢ２,B4a,B4b,Ｂ6,但しB4aとB4bはＢ４の東

側で互いに約20ｍ隔たる）では5ｍないし１０ｍのライ

ンをｌ～４本敷設し，ライン両側50ｃｍ内の個体数．

殻長を計測した。この際，ベルト内の生息数が少ない

場合は］地点20個体をＦ１標に周辺のシャコガイについ

ても殼長を測定した。ラインはマウンド（浅い礁池か

ら立ち上がった岩礁，以下離礁と称す）が存在する地

点では海底・離礁側部水深5ｍ・同3ｍ・離礁上部の４

箇所に敷設した。この他,礁池内で検体を採取し殻長・

肉重量を測定した。

貝類・ナマコ類・ウニ類シャコガイ以外の貝類

については，東小島と観測所基盤における潮間帯採

月２０日に東京都農林水産部により西側斜臺面で撮影さ

れたビデオ映像から種を判定した。南方海域でしばし

ば魚食中毒の原因となるシガテラ毒素の有無について

は，４月１３．１４日に沖ノ鳥島礁池内および周辺海域で

漁獲した６種１３個体の魚類の肝臓・筋肉検体を日本冷

凍食品検査協会に送り検査した。

シャコガイ４月・５月に礁池内の西・東・南と中

央部２地点の合計５箇所（図lStAl-A5）で１０ｍない

し20ｍのラインを張り，その両側25ｃｍを写真撮影し，

映像からシャコガイの大きさを大（殻長20ｃｍ以上)，

中（殻長１０～２０ｃｍ)，小（殻長１０ｃｍ以下）に分けて

計数した。この際ベルトの境界を跨いで生息するもの

は０５１固体とみなした。１１月１０～１４日には礁内のほ

ぼ中央を南北に横切る調査線（東経136.05'１５Ｍ）の７
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集，潜水による目視観察・標本採集などにより生息

種を確認した。ナマコ類については４月・５月は上記

StAl-A5においてベルトトランセクト調査を行い，出

現種・個体数を計数した。１１月にはStBl-B7で目視

調査，ＳｔＢＬＢ２，B4a，B4b，Ｂ６付近でベルトトラン

セクト調査を実施し，生息種･生息個体数を把握した。

ウニ類は１１月にナマコ調査と同じ方法で種・個体数

を計測した｡多くの貝類の同定については西村和久氏，

久保弘文氏に，ガンガゼ類の一種の同定については重

井陸夫博士に依頼した。

イセエビ類１１月１０日から１４日にかけて沖ノ鳥島

の礁池内外にエビ籠を設置し漁獲を試みた。礁池内で

は１１月１０～１１日と１２～ｌ４Ｒの２回操業し，夕方エ

ビ籠１０基を設置し翌朝回収した。礁池内に設置した

エビ籠の形状は図３（左）に示すとおり，底面は楕円

形で両側に入り口が設けられている。餌はヒレジロ

マンザイウオの切り身を使用し，設置水深は３～５ｍ，

籠の設置に当たっては調査員が潜水し岩の下部がえぐ

れている場所やテトラポットの重なりの大きな場所

などイセエビ類の住み易い地点を選んで設置した（図

l)。礁斜面ではⅡ月１０～１１日，１１～１２日，１２～

１４日の３回操業した。篭の形状は図３（右）に示すとお

り，120×９０×６０ｃｍの鉄筋枠にトリカルネットの網

を張り，片側に入り口を取り付けている。設置位置は

沖ノ鳥島西側の礁斜面で水深は３０～４０ｍ，第七開洋

丸船上から投入した。

縁を縁取るように礁原が形成されているが，調査中に

干出することはなかった。礁原の内側は卓礁南部では

小さな段を形成し落ち込んでいるが，北側では徐々に

深度を増している。礁池の海底は礁原に近い部分では

岩盤が卓越し，中央部ではサンゴ礫帯の割合が増加し

ていた。離礁は中央部に多いが，礁池の東側には離礁

が殆どみられない平坦な地形が広く存在する。

魚類投網調査ではギンユゴイＫ"ﾙﾉﾉｑｗ"gﾉﾉ，礁池

内の竿釣り調査ではアオノメハタCGP〃α/OP力oノパα,:ｇ１ｌｓ，

ナンヨウカイワリＣａｒα'790/Clﾉｾｓｏ"〃ogrα"7"7Z/８，カスミ

アジＣａｒα'7ｘ''7e/α''ＶＭz/s，イシフエダイ。p〃α'で"s/i"℃α

を採捕した。磯刺網調査では５科８種66尾を採捕し，

ベラ科，ブダイ科，ニザダイ科，モンガラカワハギ科

などに属するサンゴ礁海域に多くみられる種が出現し

た（表ｌ）。これらの魚種と写真・ビデオ映像により確

認した種,エビ籠による混獲種,その他の調査（トロー

ル網・仔稚魚調査を除く）で漁獲された魚種を併せ，

付表ｌに確認された全魚種のリストを示した。このう

ち礁池内・礁斜面では25科60種が確認された。磯刺

網調査の採集魚はシマハギルα,7/〃!"ＷＳ/,伽/eg"sが５９

尾と大半を占め，尾叉長は最大193ｍｍ，最小141ｍｍ，

平均167ｍｍとサイズがそろっており，潜水観察でも

このサイズのシマハギの群れが岩面をついばんでいる

ところをしばしば目撃した。小笠原父島周辺で観察さ

れる本種の群れと比べると，沖ノ鳥島の個体はより小

形である。潜水観察によれば，沖ノ鳥島礁池内の魚類

は小笠原諸島沿岸に生息する魚類に比べ概して小さ

く，ブダイ類・ハタ類とも全長40ｃｍ程度のものが最

大であった。

サンゴ礁海域に多いハタ類についてみると，アオ

ノメハタがテトラポットの周辺や離礁の周辺にごく

普通にみられ，春期にはしばしば2尾が寄り添うよう

結果

海底地形生物調査の過程で把握した海底地形は次

のようなものである。沖ノ烏島礁池内は，平坦で浅い

海底とそこから立ち上がった離礁によって構成されて

いる。水深は中央の最深部でも5ｍである。卓礁の外

！』蕊
ｉｉ

ｉ麹潔:蕊蕊

図３エビ籠左：礁池内に設置したエビ籠ＬｌＯ６×Ｗ６３×H41cm

右：礁斜面に設置したエビ篭Ｌｌ２０×Ｗ６０×Ｈ90cｍ
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表１礁内漁獲魚測定結果

尾叉長(ｍ、）

最小

２７８

３０１

３９６

釣獲

個体数

採集

方法

竿釣り

種 献
一
Ⅲ
加
川

軸
一
川
川
柳
Ⅲ
｜
、
川
Ⅲ
捌
叩
Ⅲ
加
川

５
３
２

竿釣りアオノメハタ

ナンヨウカイワリ

カスミアジ

イシフエダイ

オニカサゴ

カンムリベラ

ッュベラ

タイワンブダイ

シマハギ

クロハギ

モンツキハギ

ムラサメモンガラ

刺網

１

１

］

5９ 1９３1４１

１

下であった。検出限界はイシフエダイを除く１２検

体が0.025ＭU/９，イシフエダイのみ検体量が少なく

0.05ＭＵ/gであった。

シヤコガイシヤコガイ類としてはシラナミガイ

7ＷｔＪｃｌ１α''7αx/"，α１種が確認された。2005年４月・５月

に実施したベルトトランセクト調査における各地点の

海底地形を表３にシラナミガイ生息密度を表４に示

した。ＳｔＡｌ・Ａ２にはシラナミガイは出現せず，ＳｔＡ４

はSIIfに僅か２個体と少なく，この３地点は平坦な海

底が卓越する点で共通していた。一方，ＳｔＡ３のベル

ト内lOnfには海底から立ち上がった２つの離礁が含ま

れ，シラナミガイの生息数は171固体と５地点の中では

最も生息密度が高かった。そこで，各ベルト内を海底

部分と離礁上部に分けて両地形別に生息密度をみる

と，離礁上では０～２３個体／IIf，海底では０～0.4個

体／､fと離礁上により多くのシラナミガイが着生して

に遊泳するところがみられた。潜水調査により観察さ

れたハタの８割程度は本種であったが，生息域は離礁

や人工構造物などが存在する複雑な地形を持つ海域

に限られていた。ハタ類としてはこの他に，アカハタ

EP/"ep力e/z'３/2Ｍα/z'sとＥｓｐがみられたがseniorauthor

による確認数は春期調査・秋期調査を通じてそれぞれ

l個体と非常に少なかった。モンガラカワハギ科の魚

類の中ではムラサメモンガラＲｈｊ"ecq"ﾉﾙﾉﾉsac"/earzﾉSが

優占し，本種は礁池内にごく普通に生息し，岩盤の穴

を出入りする行動をみることができた。アカツキハギ

ＡＣα"ﾉﾙz"wsacﾙﾉﾙsは日本では南鳥島（山下1997）や硫

黄島（小笠原水産センター未発表）からのみ知られて

いる稀種であり，沖ノ鳥島では礁原や離礁帯で観察さ

れたが，確認数は少なかった。

シガテラ毒含有濃度の検査結果を表Zに示した。

毒性値は検査した６種13検体の全てで検出限界以

表２沖ノ鳥島周辺魚類のシガテラ毒性単位：ＭＵ/９

聿
但
乃
班
お
お
乃
刈

１
１
０
０
０
０
０
０

性
０
０
０
０
０
０

聿
母
く
く
く
く
く
く

検体検体

チャバネトビウオ

アオノメハター１

アオノメハター２

アオノメハター３

ツムブリーｌ

ツムブリー２

ツムブリー３

カスミアジーｌ

カスミアジー２

ナンヨウカイワリーｌ

ナンヨウカイワリーＺ

ナンヨウカイワリー３

イシフエダイ

５
５
５
５
５
５
５

２
２
２
２
２
２
２

０
０
０
０
０
０
０

□
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０

く
く
く
く
く
く
く

検出限界イシフエダイ：0.05ＭU/9，その他魚類：００２５ＭU/９
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表３ベルトトランセクト調査地点の海底地形2005年４．５月

地点

St・Ａｌ

海底地形

沖ノ鳥島礁池西側。水深ｌ～15ｍ・平坦な岩盤が卓越するが、小石帯もみられ，所々にIlWilm

程度の小さな離礁が立ち上がっている。海底の岩盤は舗装面のように平滑である。

礁池中央の水深５ｍ･一帯には幅５ｍを越える離礁が多く，調査地点は垂直に立ち上がった離

礁の脇の平坦な海底。表面は岩盤・サンゴ礫帯が入り交じり，サンゴ塊も散在する。

礁池中央。海底の水深は５，．２つの離礁にまたがり，その問はサンゴ礫の海底。離礁上の水

深は２～２５ｍで造礁サンゴの被度が高い。

礁池南側。水深2ｍ・平坦な岩盤帯に低いサンゴ塊がまばらに存在する。

礁池東側の水深２～3ｍ・基底は岩盤である。東西に張ったラインの東側はやや起伏のある岩

盤に離礁が散在し，その高さは様々である。西端から６ｍの範囲および、さらに西側一帯は

離礁のみられない極めて平坦な海底が広がっている。

SｔＡ２

SLA３

SＬＡ４

ＳｔＡ５

表４ベルトトランセクト調査におけるシラナミガイの生息密度2005年４．５月

シラナミガイ個体数 調査面積（㎡） 生息密度（個体/㎡）

離礁海底合計

０００

００

２．１１０１．７０

０．４００．４０

２．３４００．５５

１．８９

地点

大＊ 中＊ 小＊ 合計 離礁海底合計

ＳＬＡｌ

ＳｔＡ２

ＳｔＡ３

ＳＬＡ４

ＳＬＡ５

離礁計

海底計

合計

ＯＯＯＯ

ＯＯＯＯ

４､５７．５５．０］７．０

００２．０２．０

１００．５４．０５．５

1.50

０

８．０７

０

２．３５

8.50１０．００

９．７８９．７８

１．９３１０．００

５．００５．００

７．６５１０．００

1１．９２5.5８．０９．０２２．５

２．０２．０

５．５８．０１１．０２４．５

3２．８６ 0．０６

44.78 0．５５

＊大：殻長２０ｃｍ以上中：殻長１０～20cｍ小：殼長１０ｃｍ以下

ベルトの境界を跨いで生息する個体は０．５と計数

3.0-6.2個体/１㎡と中央部の生息密度が縁辺部を上回っ

ていた（図４)。局所的には生息密度の非常に高い場

所があり，４月調査のＳｔＡ５近傍のハマサンゴ群体（径

約２ｍ）上では約601固体が確認され，生息密度は１９個

体/㎡に達していた。

殻長は礁池外縁に近いＳｔＢ２で平均8.2ｃｍと小さく，

ＳｔＢ６の離礁立ち上がり部で平均223ｃｍと大きかっ

た。１１月調査の全ラインについてみると殻長は2.4～

29ｃｍ，平均]４０ｃｍ，殼長組成には４～６ｃｍと２２～

24ｃｍに明瞭なモードがみられた（図５)。１１月に採集

した１５個体の殼長は7.2～27.0ｃｍ平均20.0ｃｍ，貝殻

を含む湿重量は６４～56509平均19999,可食部重量(貝

いることが分かる（表４)。また，海底部に生息してい

たシラナミガイは，殻長１０ｃｍ以下の小型のもので大

型の個体はベルト調査範囲外についてみても海底部分

では殆どみられなかった。

１１月に実施した東経136.05'15"上７地点のベルトト

ランセクト調査によるシラナミガイの生息密度を表５

に示した。生息密度は海底及び礁原では０～０２個体／

､f，離礁の上・側部では０～４個体/nfとばらつきは

あるものの海底より離礁で高い傾向がみられた。上記

ライン上７地点（StBl-B7）における離礁上の目視調

査では，沖ノ烏島卓礁の縁辺に近いＳｔＢＬＢ２，Ｂ７で

は生息密度は08-25個体/㎡，中央部のStB3-B5では

－７７－



表５ベルトトランセクト調査におけるシラナミガイの生息状況2005年1１月

積面
、
５
０
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
０
５
５
０

４
２

７

査
Ｉ

調

生息密度

(個数/㎡）

０．２０

０．１０

０．２０

Ｌ8０

３．４０

４．００

０．００

０．００

３．２０

０．００

０．００

０．６０

２．００

１．８８

０．０８

０．２０

Ｌｌｌ

縦
⑪
ｌ
ｌ
３
５
５
３
ｌ
５
５
３
ｌ
３
３

殻長(c、）
調査地点 個体数 ＊鋤
３
０
０
ｏ
／
０
１
０
２
０
０
０
６
０
０
／
０
３
２

「
〃
▲
『
ク
ム
ｄ
Ｉ
１
ヘ
ノ
ム
へ
／
▲

１
■
Ⅱ
へ
／
」
勺
Ⅱ
１

へ
〃
▲
〈
Ⅲ
Ｕ
●
刈
守

Ｐ
「
］

・
１
１

－緬烟豚 平均

1８．３

８．２

１４.I

IL６

１６．３

１４．３

範囲

’6-21

2.4-18

3.5-26

4.2-28

４－２６

５－２５

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ

十

原
底
聯
聯
朏
底
Ⅷ
螂
朏
底
辨
峅
舳

儒臓ⅧⅧⅧ蝋州ⅧⅧ州ⅧⅧⅧｈ冊原計
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
礁
底

砒
趾
引
肛
凱
肛
引
肌
乱
趾
肛
馴
砒
離
海
礁
合

－
１

９
７
０
０
０
６
０
０
３
Ⅱ
｜
万
２

－
２

－

4-26

5-26

6-25

1２．４

１６．０

１６．９

１９－２４

４－２９

4-29

2.4-26

16-21

2.4-29

22.3

13.9

17.4

1］.Ｚ

]８．３

１５．８7８

＊ベルト外の個体を含む

柱と外套膜）は５６～237.49平均９５５９と全重量の５％

であった。シラナミガイは殻の一部を岩礁に埋めてい

るものが多かったが，岩上に殻全体を露出させている

個体も珍しくなく，また付着基盤の破損により，基盤

ごと海底に落下したと思われる個体(生貝)もみられた。

その他の貝類本調査では付表２に示すとおり２２種

の貝類を確認した。このうち食用種はギンタカハマ

ZbC/"SPMα"7/ＩＦ・チヨウセンサザエ刀"６０α'9ＷOS/O""ｲS，

貝殻を装飾用として利用できるのはホラガイｃﾙα'Ｕ"/α

ｌＷ/o"jlF･ラクダガイＬｑ''76ＭW"Ｃａ/qSe6ae･スイジガイＬ

ｃﾙﾉｍｇｒａである。ギンタカハマは４月に７１固体を採集

し，殼高は３９～７９ｍｍ，平均72ｍｍ，殼表の状態から

老成貝と思われるものが多く，若齢貝は１１固体(39ｍｍ）

のみであった。本種は礁池内で普通にみられるが，生

息密度は高くなかった。採集したチョウセンサザエの

殼高は541,560ｍｍ，ホラガイ，ラクダガイ，スイジ

ガイの確認数はそれぞれｌ個体，２個体，２個体と少な

かった。

ナマコ類クロナマコ〃o/o//71"７ααﾉﾉﾛ，アカミシ

キリ〃・ｅｃｌＭｓ，リュウキュウフジナマコＨＭ/α，シ

カクナマコＳ//c力。〃"Ｓｃﾉﾉﾉo、"o/zｨs，クリイロナマコ

化//'70/]ygα'"αＭﾉﾉα'7αの５種を採取標本および撮影画

像から確認したが，生息種の殆どをクロナマコが占め

ていた。全身黒色で砂粒を殆ど付けないニセクロナマ

コに似る個体もみられたが，掴んでもキュビエ氏管を

放出しないことからクロナマコとした。クロナマコは

７
６
５
４
３
２
１
０

（
迄
、
熱
還
巴
）
凹
伽
皿
釧 蕊周lIiinlrlllL

St.Ｂ１ＳｔＢ２Ｓｔ.Ｂ３ＳｔＢ４ＳｔＢ５Ｓｔ.Ｂ６ＳｔＢ７

図４目視調査によるシラナミガイの地点別生息密度
2005年１１月
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殻長(c、）

図５シラナミガイの殻長組成

2005年１１月
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表６ベルトトランゼクト調査におけるナマコ類の出現状況

クロナマコ

ミ
リ
数

カ
キ
体

ア
シ
佃

地点 個体数＊水深

（、）

基盤面積(㎡）密度(個体数/㎡） 調査Ｈ
長ン
ｊ
０
０
０
０
０
５
０
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

イ
⑰
２
２
２
１
２

１

｜
フ

海底

８．５

４２．５

４

１７

１６．５

礁上
一

０

帆
一
個
０
７
０
剛
一
川
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０８

海底

８．５

９．８

１．９３

５

７．６５

帆－０

剛
一
Ⅲ
州
加
川
川

部
郡

部
部

Ⅱ

底馴馴胤底剛鯏臘底聯胤均
１
２
３
４
５
浦
２
噸
蝋
蠅
蝋
怖
蝋
慨
慨
砺
蠅
蠅
平

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ

●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４/1３

４/1４

４/1４

５/1９

４/１４

１１／１２

１１/１２

１１/１１

１１/ｌｌ

ｌｌ/１１

１１／ｌｌ

ｌｌ/ｌｌ

ｌｌｎｌ

ｌｌ/１１

１１/１１

１１/１２

１１／１２

１１／1２

０ ０

０．４３
－

０」０１

３
５
５
３

８１．５

７

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１

１
１

８．１５

０．７０

０
０ ０

０

０．１０

５
５
３

９ 0．９０

０
０
０

０
０
０

３
３ 0.］０

０
０

００｜Ⅲ

2.54

*境界上の個体はｏ５と計数

海底に生息し，離礁上には殆どみられない。ベルト

トランセクト調査による海底部分のクロナマコ生息

密度は４．５月調査では1.0～４３個体/nf，１１月調査

では0」～8.2個体/nf（表６)，ベルト調査全体では平

均2.5個体/㎡，１１月の目視調査では0.6～3.0個体/IIf

であった（図６)。礁池内の位置と生息密度の関係をみ

ると，１１月のベルトトランセクト調査による海底部

の密度は礁池の北側縁辺付近に位置するＳｔＢ６で01個

体/､f，中央部のStB4で0.7-091固体/nf，中央から縁

辺への移行部であるＳｔＢ２で８２個体/1㎡，Ｆ１視調査で

は北側のＳｔＢ７・Ｂ６,南側のＳｔＢｌで０６～０９個体/nf，

中心寄りのStB2-B5で22-30個体/nfと，礁池縁辺部

特に北側縁辺に幅広く生息個体数の少ない海域があ

り，これに対し中心部から南寄りの地点では生息個

体数が多い傾向がみられた。クロナマコは体長１０～

15ｃｍのものが多く本種としては小型であった。アカ

ミシキリはベルトトランセクト調査ではⅡ月にｌ個体

出現したのみであったが，目視調査ではこれ以外にも

複数の個体を確認している｡クリイロナマコは東小島・

観測所基盤などの人工構築物の壁面や，離礁の側面に

みられた。

ウニ類礁池内で最も多く見られたガンガゼ類の

－種は，採取標本に基づき重井博士によりガンガゼ

モドキＥＣﾙﾉ"o/〃,ixcll7adbwaと同定された。この他に礁

池内では，ガンガゼ属（ガンガゼＤ/αｄＥｍａＦｅ/oszlmも

５
３
５
２
５
１
５
０

３
２
１
０

（
迄
、
類
遣
画
一
）
遡
伽
皿
矧 ､鬮鬮11蕊､〃■

St・Ｂ１Ｓｔ・Ｂ２Ｓｔ､Ｂ３Ｓｔ・Ｂ４ＳｔＢ５Ｓｔ.Ｂ６ＳｔＢ７

図６目視調査による海底のクロナマコ生息密度

2005年11月

しくはアオスジガンガゼＤ・ｓａｖｊｇ'２〕ﾉﾉ)，トックリガン

ガゼモドキＥＣﾙﾉﾉ70//ｍｉＸＣα/α版α'な，ツマジロナガウニ

ＥＣﾙﾉ"o"Te"αｓｐ，タワシウニＥｃＡｊ"Cs/'印ｈｚ/ｓｍｏ/ＣＷＳ，

パイプウニｆノビ/emce"/'Ｄ/"Ｓｍα'"'"ﾉﾉﾉα/"sを確認したが，

産業上重要なシラヒゲウニはみられなかった。ガンガ

ゼ属は岩の窪みの奥に生息することが多く，ガンガゼ

とアオスジガンガザを識別する肛門先端の色彩を確認

できなかったため種の同定は行わなかった。１１月の

ベルトトランセクト調査によるウニ類の出現状況をみ

ると（表７)，全種の生,息密度は南側の礁原で最も高く

8.4個体/㎡，次いで中央部離礁（StB4b）側部の2.81固

体/､f，同じく離礁（StB4a）上部の２６個体/nfであっ

た。種別にはガンガゼモドキ,ガンガゼ属の順に多く，

両分類群で全体の８１８％と大半を占めていた。ガンガ

ゼモドキは南側礁原上（StBlの南）に特に多く，離

－７９－



表７ベルトトランゼクト調査におけるウニ類の出現状況2005年１１月

雨万ﾌｦｦｰE=て-F百F￣ﾗﾗﾗｦｦｰ冨属~、T耐ゼモトキガンガゼ瀞ご'ﾎﾟﾂﾏｼﾞﾛﾅｶﾞ宅ナガウニ類一タワシウニ 合計

(､)|直iT玉藪~雷ＲＥ：凧藪~藏滴１ﾗﾄﾞ：薮~雷ＥＦ舸藪ｺｷﾞｱﾇ冒個TI禾薮密盧個体数密度‘個体数密度｡個体数密度。
１３２６．４４０．８２０．４３０．６１０２４２８．４
３４０．４ ４０．４８０．８

５

５１０．２１０．２３０．６５
９１．８３９１．８

７１．４４０．８１０．２１０．２１３２．６

災
Ⅱ
５
０
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
０

ン
ｍ

ィ
く

地点

StBl南礁原

StB2

StB4a海底

StB4a礁側部

StB4a礁側部

StB4a礁上

StB4b海底

StB4b側部

StB4b礁側部

StB4b礁上

StB6海底

StB6礁側部

StB6礁上

合計

５
５
３

２
８
６

■
●
●

０
２
０

０．２

１．８

０．４

４
３

１

２０．４３０．６９

２ ０．２

３
３

４

３００．４５０」３０．００．０４０」５０．１９９

＊＊ガンガゼモドキ属もしくはガンガゼ属

叩
一
Ⅲ４０．８

５１０．７

*個体数／㎡

場所の多様性がないこと，卵仔稚魚期に流出しやすい

ことは容易に推測でき，また，豊富な動物相を有する

フィリピン海域と沖ノ鳥島を結ぶ定常的な流れが存在

しないことから移入率は低いものと推察され，高い消

滅率と低い移入率が魚類種数を低く抑えているものと

考えられる。

沖ノ烏島礁池内では漁業が全く行われていないにも

かかわらず，大型のブダイ・ハタ・フエダイ類がみら

れず，ニザダイ類・イスズミ類では小笠原の同一種と

比較しても小型であった。この原因の一つは礁池内の

水深が最大でも5ｍと浅く，大型魚の生息に適さない

ことにあると思われるが，水温条件の違いや餌料環

境の違いなどが影響を与えている可能性も否定できな

い。サンゴ礁海域の食料資源として重要なアジ類，ハ

タ類，フエダイ類についてみると，まずアジ類では

ナンヨウカイワリとカスミアジが礁内で確認され，両

種とも潜水調査中しばしばｌ～２尾がダイバーの周り

に近づいては離れていくところを目撃したが同一個体

が繰り返し回遊している可能性が高く全体の生息量は

多くないと思われた。ハタ類についてみるとアオノメ

ハタがごく普通にみられ，潜水観察されたハタの８害'１

程度は本種であったが，地形が複雑な礁の中央から西

側には多いものの東側を中心とする岩盤帯にはみられ

ず継続的な漁業を行うほどの資源量ではないと思われ

る。フエダイ類としては礁池内では小型のヨスジフエ

ダイ，礁斜面では同種に加えバラフエダイが確認され

たが，ヨスジフエダイは小笠原では食用として流通す

ることはなく，バラフエダイはシガテラ毒に汚染され

やすく，市場では取引されない。

シガテラ毒性値は食品衛生検査指針（厚生労働省

2005）によれば0025ＭU/gを越えると食用に不適と判

定され，今回検査した魚類のうちイシフエダイ１検体

礁部についてみると側面より上部に多い傾向がみられ

た。これに対しガンガゼ類は離礁の上部より側部に多

かった。なお，沖/鳥島のガンガゼモドキの大鰊は全

体に真っ黒なものが多く，これまでの図鑑類の記述に

はないものであった（重井私信)。

イセエピ類礁池内，礁斜面ともイセエビ類は

漁獲されなかった。その他の甲殻類についてみて

も，礁内に設置したエビ龍によりアマミベニツケガ

ニ７１Ｍα,"ﾉﾉａｓ//叩so"/ｌ個体を採集したにとどまった。

また，別に実施した潜水観察によれば，礁池内には岩

礁下部がえぐれて空洞になっている場所や，害りれ目，

窪みが普通にみられ，イセエビ類の住み場所は十分に

存在していたものの，イセエビ類の生息は確認でき

なかった。１１月１２日に礁外に投入したエビ籠のうち１

基は流出し回収できなかった。イセエビ類以外の大型

甲殻類も非常に少なく，東小島，観測所基盤などの潮

間帯にオオイワガニＧ,qPs"s/e""/c,ＷＳ/α/"sがみられた

のみであった。

考察

魚類沖合に生息する浮魚を除き沖ノ鳥島礁池内・

礁斜面から２５科60種を確認した。短期間の調査であ

り，また，標本もしくは映像で確認できた種以外は視

認されてもリストに加えなかったことから，付表ｌは

沖ノ鳥島魚類相の全体を示すものではないが，それを

考慮しても確認種は少なく，潜水観察によっても魚

類相は豊かには見えなかった。MacArthurandWilson

(1963）は島における陸上動物の種数がその島におけ

る種の消滅率と他からの移入率の平衡点に収束し，消

滅率は島が小さいほど高く，移入率は供給源から遠い

ほど低いとした。海産魚類についてみると，沖ノ鳥島

のような小さい島では多くの種を収容するだけの住み
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のみがこの基準を下回ることができなかった。しかし，

検査に用いたイシフエダイは検体量が少なくマウス試

験法では検出限界をOO5MU/9以下にできなかったこ

と，別に行われた本種のみを対象とするシガチェック

キット検査では0.8ppb（0.025ＭＵ相当）以下と基準値

を下回ったことなどから，調査した範囲では沖ノ鳥島

で採捕した魚類は安全と考えられる。但し，今回検査

した種類にはバラフエダイ，ギンガメアジなど毒化し

やすい魚種を含んでいないこと，毒性は個体や時期に

よって大きな差があることから（塩見・長島2001），

食用については慎重にすべきと考えられる。

シヤコガイ沖ノ鳥島のシラナミガイ生息密度は

４．５月調査では全調査地点平均で055個体/､f，１１月

調査では同様にlllI固体/､f，離礁部に|浪定してみる

と４．５月調査ではＬ89個体/､f，ｌ］月調査ではＬ８８

個体/､fであった。沖縄水試が実施した石西礁湖新城

島北方３地点におけるシヤコガイ生息状況調査では

調査員７名がｌ～２時間遊泳し採取数は９，２０，１０個

体，このうちシラナミガイは各地点３個体と極めて

少なかった（沖縄水試1984)。沖縄ではシヤコガイ

漁業が営まれ'976年には578トンもの漁獲をあげて

いたが1982年には］１トンにまで減少しており（沖縄

県1984)，生息密度が極めて低いのはこのような漁

獲の影響と思われる。小笠原母島御幸浜の水深３，，

１０ｍにおける2003年のベルトトランセクト調査（２０

×0.5ｍ）ではシラナミガイの生息密度はそれぞれ0.4,

0個体/､fであった（小笠原水産センター未発表)。こ

の調査地点は海中公園に指定され漁獲の影響のない場

所であるが，これと比べても沖ノ鳥島礁池の生息密度

は高く，沖/鳥島はシラナミガイの生息に適した条件

を備えているものと考えられる。このように，沖ノ鳥

島のシラナミガイは漁業の成立する資源水準にあると

考えられるが，本種は殻の基部をサンゴや岩礁に埋め

ている個体が多いため，漁獲するためにはそれらを破

壊する必要があり，サンゴ礁保全の視点からは極めて

有害である。

１１月のベルト調査において測定したシラナミガ

イ171個体についてみると，最大殻長は29ｃｍ，平均

140ｃｍであった。小笠原諸島返還直後の1969年に実

施した父島二見湾・南島の調査では，本種の最大殼長

は45ｃｍ，平均殻長229ｃｍであり（倉田ら1969)，こ

れに比べると沖ノ鳥島のシラナミガイは全般的に小型

であると言えよう。沖縄水試によるシラナミガイの

人工採卵・陸上水槽飼育結果をみると，７月に採卵し

た貝の成長は１年で平均3ｃｍ，２年で平均5cｍ（王城ら

2001），１１年で平均13.1ｃｍ，最大15.4ｃｍ，１０年を越

えると殆ど成長がみられていない（王城ら2002)。沖

/鳥島の個体群をこれと比べると，最大殻長は約２倍

に達しており，沖縄の陸上飼育よりは成長が良いこ

とを示している。沖ノ鳥島の殻長組成にみられる４～

6ｃｍのモードは飼育結果を当てはめれば２歳貝である

が，沖ノ鳥島における成長が水槽飼育による成長を上

回ることを考慮すれば1歳貝を含むと考えられ，２２～

24ｃｍのモードは成長が停滞した高齢貝の集合である

と推察される。

その他の貝類西村（1992）は小笠原水産センター

が採集した標本の同定と既報の整理を行い，沖/鳥島

から２３種の貝類を報告した。本調査では22種を確認

したが，西村の報告種との重複は僅か４種に過ぎず，

１８種は沖ノ鳥島からの初記録であった。重複種が少

ないことは，今後の調査によって確認種が大きく増加

する可能性を示唆している。ギンタカハマは伊豆諸島

で食用とされ，通常は自家消費される程度であるが，

八丈島では小規模ながら本種を対象とした漁業が存在

する｡八丈島では主として海底から突出した根の上部・

側部に生息しており，目視によれば沖ノ鳥島より高い

密度で生息し，特に若齢貝は堤防の根固めブロックな

どに高密度の生息が認められる。沖ノ烏島におけるギ

ンタカハマの生息密度はこれより遙かに低く，また若

齢貝が少ないことから再生産が円滑に行われていると

は考えにくい。このように，沖ノ鳥島のギンタカハマ

は漁業として成立する程の資源はなく，仮に漁獲した

とすれば，貧弱な再生産能力と相まって，資源の維持

が困難になると思われる。

その他の有用貝についても確認数は少なく漁獲対象

には成り得ないものと考えられる。

ナマコ類クロナマコは平坦な海底に普通に生息し

ていたが，北側礁原内側の浅く平坦な海底には少ない

傾向がみられた｡沖/鳥島では東北東の風が卓越し(沖

ノ鳥島災害復旧工事編集委員会1994）北側礁斜面から

礁原を越えて入る波は大きく，常時発生する流れによ

り幼生が定着しにくいこと，海底表面のナマコの餌料

となる有機物が堆積しにくい（流出しやすい）ことが

影響を与えている可能性がある。クロナマコは乾燥し

イリコとして中華料理の食材となる有用資源である。

漁獲は可能と思われるが，小笠原では本種を対象とし

た漁業は行われていないため，製品化の方法，採算性，

販路開拓など事前に解決すべき問題があり，また，簡

単に漁獲できるため乱獲に陥りやすく漁獲に当たって

は管理が必要になると考えられる。
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はクロナマコが最も多く海底上の平均生息密度は２５

１固体/１㎡，ウニ類の中ではガンガゼモドキが最も多く

その密度は礁原部でＭ個体/､iであった。イセエビ類

はエビ龍による試験操業と潜水観察を行ったが生息は

確認できなかった。

ウニ類ウニ類としてはガンガゼ科に属する種が

899％を占め，亜熱帯海域における有用種であるシラ

ヒゲウニは本調査では確認できなかった。ガンガゼ類

(ガンガゼ属およびガンガゼモドキ属）は地域によっ

て食用とされることもあるが，沖ノ鳥島のガンガゼ類

は多くが岩礁の窪みに生息するため漁獲には多大のコ

ストがかかることになろう。ガンガゼモドキは礁原上

に多かった。礁原は波浪の影響を強く受け，付着動物

が少なく，適度に凹凸があるなどの条件を備え，これ

らの条件がガンガゼモドキの生息に適しているものと

思われる。ナガウニ類は岩礁の表面に溝や穴を掘って

その溝内に生息することが知られている（Russol980，

鈴木・管2004)。沖ノ鳥島礁原に生息するナガウニ類

は侵食痕と思われる細長い溝の中にいる場合もある

が，明瞭な侵食痕が無い場合もあり，ナガウニ類の生

息量が少ないことも併せ，礁原上でのナガウニによる

侵食量は比較的少ないと考えられた。とは言えサンゴ

礁保全の視点からは，他種も含めたウニ類全体の浸食

量とそれを補う礁形成速度について今後十分な検討が

必要と思われる。

イセエピ類礁斜面の調査地点である沖/鳥島西方

水深３０～４０ｍは急峻な崖と起伏の多い海底が卓越す

るため，エビ籠の底面が海底から離れイセエビが入

りにくい条件があったと思われる。設置した籠の１基

が流出したのも急峻な崖から転落したためと考えられ

る。設置籠数が少なく設置条件も悪かったとは言え，

礁斜面に設置した籠は小笠原父島・聟島のイセエビ類

の漁獲に実績のある形状であり，今回１尾の漁獲もみ

なかったことは，礁池内でも漁獲されなかったことと

併せて，沖ノ鳥島のイセエビ類資源が仮に存在してい

たとしても僅かなものであることを示している。

キーワード：沖ノ鳥島，魚類，貝類，ナマコ，ウニ
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付表ｌ沖ノ鳥島で確認された魚類

チョウハンＣ/ｍｅ/oc/b〃/"""/α

ハナグロチヨウチヨウウオＣ〃αe/oc/bﾉ７０ﾉｿ7α/ﾉsセ

ヤリカタギｃ〃αe/Ｍ)'7〃(/ｔＭｑ/な
キンチャクダイ科Pomacantidae

ニニシキヤツコPlyg叩///eSCﾉﾉtJCα/7/〃"Ｓ

コガネヤッコＣｅ"/ropyge加v/ssj'"α
ゴンベ科Cirrhitidae

メガネゴンベＰｑｒｑｃ/〃ﾙﾉlresq'℃α/"ｓ

ホシゴンベＰａｒＱｃﾉﾉγﾙﾉres/bｗｅ'７
スズメダイ科Pomacentridae

デバスズメダイＣﾙﾉＤ"7/SVIWd/ｓ

ロクセンスズメダイ肋"`ﾉﾋﾞ/h/2体α/ｈＭｑ/zｨｓ
シマスズメダイ肋"｡［:/ﾋﾉz(た゜城川

ユゴイ科Kuhliidae

ギンユゴイＫ２ﾉﾙﾉﾉαﾉ77"g/／
イシダイ科Oplegnathidae

イシガキダイ。〃/eg"α/〃"ｓｐ"'7c/α/"ｓ
イスズミ科Kyphosidae

ミナミイスズミＫ)p力oswspqc抗αｨｓ
テンジクイサキノ｡〃〃OSZ灯C"7eraSCel7S

メジナ科Girellidae

オキナメジナＯ/'て//α"7ez/"α

ベラ科Labridae

スミツキベラＢＯＣﾉﾉﾄﾞα"zｨｓｃｌＭ/c"7ｓ

ヤマブキベラ７Wα/αSSO"】α/z//eSce'7ｓ

シマタレクチベラ〃e'77ﾉg〕”?""s/ｈＭα/"ｓ
カンムリベラｃＭＭ〕ﾉg"/α
クギベラＣＯ"1p〃Cs"ｓｖａﾉ7"ｓ
トカラベラ川//choeresAo〃"/clwzハ

ツユベラＣＭｌｓｇｑ/"7Ｑ７Ｃノ
ホンソメワケベラＬＱ６/Ｄ/Cl/ＥＳＣﾉﾌﾞ"7Ｍα/"Ｓ

スミツキソメワケベラLQ6ro/c/とAspec/oﾊﾞｿﾉﾉｓ
ノドグロベラMJc/〃んα'Wgoc/b/7〃7e/ecWパ

ブダイ科Scaridae

アミメブダイＳｍ/ＷＳかe'7Ｑｌｗｓ
タイワンブダイCcJ/o/o"7"Scα'℃//""ｓ

オオメワラスボ科Microdesmidae

クロユリハゼＰ/e/で/eo〃/ＳＣＶ仇ｓ

ツノダシ科Zanclidae

ツノダシＺｔＪ"cmscor"zｨ/z/ｓ

ニザダイ科Acanthuridae

ミヤコテングハギノＷＳＣ/ﾉﾉz"･ａ/Mﾜ

シマハギＡＣα'7/ｈＺ"WS〃７０s/egZｲＳ
アカツキハギＡＣα"/〃z"wsacﾙﾉﾉﾉｅｓ

モンツキハギ北c"wIAzｲﾉＷＳＣノルace"ｓ

クロハギＡＣα/7//7z"ｗｓｘＱ"/〃Oﾉﾌﾉe/ＷＳ
二セカンランハギ北α"//7J"WSCﾉﾉﾉSS""7/eノプ

クロタチカマス科Gempylidae
バラムツＲｚ〃e//"リグで/ﾉosws

サバ科Scombridae

キハダ７ﾙ""'7"sα仏αＣＱﾉでＳ

カツオＫα/iswwo""spe/α"7/ｓ
イソマグロＣｙ","osmaMJl"7/CO/oｒ

ウナギ目Anguillifbrmes
ウツボ科Muraenidae

l ドクウツボＧＷ，?"oﾉﾙoraJMc〃α/鐵cZSw7ノ

６
７
８

３
３
３

Ｃ〃αe/oc/bﾉ７０ﾉｿ7α/ﾉＳｍ""/ｓ
●●

キンメダイ目Berycifionnes
イットウダイ科Holocentridae

アカマツカサＭ''(prMs6e''7伽
アオスジエピスＳα/gOCe/7"Ｄ/7//e/で
トガリエビスＳｔ"goce"/,℃,叩/,7j/b,w,〃

3９

４０

２
３
４

４１

４２

トゲウオ目Gasterosteifbnnes

ヘラヤガラ科Aulostomidae

５ヘラヤガラＡＺ//OS/O"7"Ｓｃﾙﾉﾉ7ピノ7sﾉＳ

３
４
５

４
４
４

ダツ目Belonifbnnes

サヨリ科Hemiramphidae
トウザヨリＥ"/eP/or〃α,,ZPA"s,ﾉﾉ,ＭＦ

トビウオ科Exocoetidae

ハゴロモﾄビウオExococ/zls"70/70cﾉﾉｧﾉﾉ"ｓ

トビウオqPse/Z',wsqgooqgoo
チヤバネﾄビウオQPSe/,"WSsP伽70/叩/e,WS
ヒメアカトビＣ〕/Pse/"'wsq"gIMce/)ｓ
オオメナツトビＣ〕Ｍ１"ＷＳα"/oj7c/cルノ
オオアカトビＣＶｓｅ/z"wSs/,ﾉﾉﾉo"ノ

シロフチトビウオＣ〕ﾉse/z"ＷＳ/i"℃α/Mv/２５Ｗ"ｏＷ
ニノジトビウオ〃７，w"c/jicﾙﾉﾉiﾘﾉs叩ec"ﾉﾉge,．

4６

４７６

4８

４９

７
８
９
０
１
２
３
４

－
－
１
１
１

5０

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

５
５
５
５
５
５
５
５
５
６

カサゴ目Scorpaenifbrmes
フサカサゴ科Scorpaenidae

l5 オニカサゴＳＣＯ'〃e'７０ﾉﾌﾞs/Ｓｃ"γosa

スズキ目Percifiormes

ハタ科Serranidae

アオノメハタCcPAα/OP〃o//ｓｑﾉｇ"ｓ

アカハタ印/"ephe/"s/b、α/"ｓ

テンジクダイ科Apogonidae
アカヒレイシモチApogo〃'鍬ﾙo`/bp/erzハ

アジ科Carangidae
ナンヨウカイワリＣｔＪﾉﾛﾉ7go枕ｓｏ/7力ｏｇ７Ｑ"7"7"ｓ
カスミアジｃａｒα"ｘ"7e/ＣＩＭ/]yg"ｓ
カツポレＣａｒαﾉ7Ｘｍｇ"6ﾉﾌﾞＳ
ギンガメアジＣａγα/7XseVZJSc/α/"Ｓ
ツムブリＥ/αgα/ｊＳ６(ﾉﾌﾉ'7'7"/α/α

シイラ科Coryphaenidae
シイラＣＯ卯〃αe"αル仰"ﾉＷＳ

シマガツオ科Bramidae

ヒレジロマンザイウオnJrac//c〃/〃MSS/e/Ｍ,cノ

６
７

１
－

６１

６２

１８

6３

６４

９
０
１
２
３

－
２
２
２
２

５
６
７
８
９
０

６
６
６
６
６
７

2４

ヒレジロマンサイウオnJraC//C〃/〃)ﾉＳＳ/eﾉﾉ7C/tJCﾙﾉ7eノプ

チカメエチオピアＥＺ/"7egM/SﾉﾉﾉZAWWS
フエダイ科Lu0anidae

ヨスジフエダイＬ""α'7"ＭａＳ"7"α
バラフエダイＬ"〃α'7"８６０/､ノ
イシフエダイＡｐ〃α'で"s〃℃α

フエフキダイ科Lethrinidae

ヨコシマクロダイＭ､ﾉ70/cﾊﾞﾉＳｇﾉ曇α'7口/bczﾉﾉﾉｓ
ヒメジ科Mullidae

アカヒメジＭﾉﾉ/o/cﾉﾉcﾙ,r/,ｌｙｓｖｑ"/ＣＯ/e,Ｍ
オジサンＰα'叩e"e"s"１Ｗ/bscjq"'ｓ

チョウチョウウオ科Chaetodontidac

ミスジチヨウチﾖウウオＣ〃αe/oc/b'7/"""/α/zハ

トゲチヨウチﾖウウオＣ〃αe/oc/b〃α,"79α
シテンチヨウチﾖウウオＣ/7Qelfoclﾉb〃９zｲα伽"7qcw/α/z/ｓ

2５

２６

7１

７
８
９

２
２
２

２
３
４

７
７
７

3０

フグ目Tetraodontifbrmes

モンガラカワハギ科Balistidae

75ムラサメモンガラＲﾙﾉﾉ7eCα/7ﾉﾙ"ＳｑＣＷ/eα/Z/Ｓ

7６タスキモンガラＲﾙﾉﾉ7ecc"7//7"s7ec/α"g"/z/ｓ
フグ科Tetraodontidae

77ミゾレフグ町oﾉﾉ770〃〃7e/eqgﾉﾌﾞｓ

３１

３２

３
４
５

３
３
３

学名は日本産魚類検索（中坊2000）によった

標本・映像による確認魚種のみを掲載した

－８４－



付表２沖ノ鳥島で確認された貝類

腹足綱ＯＡＳＴＲＯＰＯＤＡ

古腹足目Vetigastropoda
ニシキウズガイ科Trochidae

ギンタカハマ７１cc/"Ｍ〕ﾉﾉ･ａ""Ｓ］

サザエ科Turbinidae

２チヨウセンサザエｎｗ６ｏα仰りりs/oﾉ""ｓ

アマオブネガイ目

アマオブネガイ科

３キバアマガイ

Neritimorpha
Neritidae

/Ver//αﾉﾌﾉﾉＣａ/ａ

盤足目Discopoda
オニノツノガイ科Cerithiidae

オニノツノガイＣｅﾉﾉﾉﾙjz/"7/70c/i//Cs""７

メオニノツノＣｅﾉﾌﾟﾉﾙﾉ""7ｃｃﾙﾉ"α/""７

カタベガイダマシ科Modulidae

力タベガイダマシＭＤＣ,/tﾉﾉ"S/ｃｃ""７７

タマキピ科Littorinidae

コウダカタマキビＬ///o/Ｗ/αＰ/"/ｑｄｂ
ソデボラ科Strombidae

ミツユビガイＳ//℃"76"s(CQwM""ﾉﾉqﾉﾋｸﾞ"/α/z/ｓ

スイジガイＬα"76/ｓｲﾉら/とJﾉｱαｇｏルル〃αgﾉ忽α
ラクダガイＬα''76/Ｍｗ'7cα/αse6qe

タカラガイ科Cypraeidae
クチムラサキダカラ Ｑ/plpeQUJﾉﾉ7C/αﾉＣａｒ"ＣＯ/αＣａ'７７eo/α

フジツガイ科Ranellidae

ホラガイＣ/mro"ｊα/ﾉﾌﾞ/o"/ｓ

４
５

６

７

８
９
０
１

1１

１２

新腹足目Neogastropoda
アッキガイ科Muricidae

クロイボレイシダマシＭｂ'w/α【〃α

キマダライガレイシＤﾉWpαﾉﾌﾞC/'7"SWCﾉﾉ7"Ｓ
ホソスジテツボラB"刀z"αｐｅ/T/ＣＱ
シラクモガイ７ﾙα/S(５W/rα"70"//αﾉα'7"ﾉgerq

イモガイ科．Conidae

ゴマフイモＣＯﾉ7z/s(Pz"7c//αイルヅノ)zﾉﾉﾉcαﾉﾌﾞz/ｓ
マダライモＣＯ,7"S(J'7ノァOCC"z/Sﾉe6raez'ｓ
ヒラマキイモＣＯ""sのα"c/ＣＯ"zｲSルノαﾉ7ｏｒ６ｊｓ
サラサミナシモドキＣＯ,7"sのα"c/ＣＯ""siﾉＰ／
シロセイロンイモＣＯ""ssDo/7sαﾉﾉs/br"7α/7口

３
４
５
６

－
－
１
１

１７

１８

１９

２０

２１

Col7z/sのα"c/col7"siﾉＰ/α"Clも/s/b'"7(Ｍ/zﾉﾉﾉ"z'S
CO""sspo"ｓｑﾉﾉs/b'717α'7α'７２'ｓ

二枚貝綱Bivalvia

マルスダレガイ目Veneroida

シャコガイ科Tridacnidae

22シラナミガイ７ＭJ/tJc"α〃7cIxﾉﾉ77ａ

学名は日本近海産貝類図鑑（奥谷2000）によった

－８５－


